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論文内容の要旨
約 2億 350 万人の人口を抱えるインドネシアは、 250 以上もの民族によって構成されている。その中にはジャワ人
やパリ人等のようないわゆる先住民族だけでなく、中国、アラブ地域等からの移民とその末商たちが含まれる。中国
からインドネシアへの移住が始まったのは、 16 世紀頃からで、 19 世紀の後半から 20 世紀の前半にそのピークを迎え
た。















ョグジャカルタで行い、ジャカルタで 180 部、メダンで 120 部、ジョグジャカルタで 41 部を回収した。アンケート
では、家庭内における対話者別の言語選択、その他の言語使用領域における言語選択、会話能力、パーソナルデー夕、
生活意識、社会ネットワーク等を質問した。言語選択に関しては、家庭では、インドネシア語、地方語、マンダリン、








中園地方語双方で 50 年代生まれと 60年代生まれの問で選択割合に変化が起きていることがうかがえた。この結果は、
スハルト政権の華人に対する言語政策の影響ではなし、かと推定できる。メダンにおいては、 70 年代生まれからマンダ











言語使用領域 対話者 場所 トピック
華人レストラン 家族 華人が集まるレストラン 最近の日常的な出来事
一般レストラン 家族 華人・非華人ともに集まるレストラン 最近の日常的な出来事
親戚 親戚 レストラン 最近の日常的な出来事
友人 友人 ショッピング・モール 最近の日常的な出来事
宗教 宗教的場所での仲間 宗教的場所(教会等) 最近の日常的な出来事
買い物 店員 よく買い物に行く店 値段に関して
仕事 職場同僚 職場 仕事の打ち合わせ
ジャカルタとジョグ、ジャカルタにおいては、家庭内同様、全ての言語使用領域においてインドネシア語が優勢言語



























































インドネシア総人口の約 3 パーセントを占める華人の出自言語である中国地方語とマンダリンは、 1968 年から
1998 年までの約 30 年に及ぶスハルト政権のもとで抑圧的言語政策の対象になり、公教育私塾などの別を問わず、そ
の教育が禁止された。松尾氏はそういった政策がインドネシア華人社会の言語運用、特に言語シフトと言語選択に与
えた実態を調査するためジャカル夕、メダン、ジョグジャカルタで合計 341 名のインフォーマントを対象にアンケー
ト調査を実施し、一部のインフォーマントに対してはインタビューを行なった。そういった実態調査によりまず、メ
ダンでは中園地方語がすべての世代において維持されていること、ジャカルタとジョグジャカルタではインドネシア
語への言語シフトが進行していることを明らかにした。さらに松尾氏は、その要因として、インフォーマントの会話
能力や華人意識などの個人的要因、社会的背景として調査地ごとの華人人口の比率、特定の小中高校における華人比
率、経済活動的要因等が、スハノレト政権の言語政策そのものとともに大きな影響を与えていることもその調査によっ
て明らかにした。
本研究の最大の意義は、これまで研究対象として取り上げられることがほとんどなかったインドネシア華人社会の
言語使用を、統計的手法によって実証的に明らかにしたことである。一方で、言語選択の実態に関して、コード・ス
イッチング等のミクロな分析が含まれていないこと等言語使用の質的アプローチの面で今後の研究に若干の課題を
残しているが、そういった点を考慮に入れても、本論文は学界への大きな寄与をなすものであることは疑いなく、博
士(言語文化学)の学位請求論文として十分に価値あるものと認められる。
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